
 

 

 

 

 

 

2017年春闘・進ちょく状況調査第３回報告  

スストトラライイキキをを背背景景にに賃賃上上げげすすすすむむ  

 

１．要求提出状況 

5月 11日現在、別表の 18単産から、交渉単位数で 2830組合の報告が寄せられました。このうち要求

書提出組合は、1677組合（59.3%）となっています。要求提出率 100％の単産は、検数労連、合同繊維、

全損保、郵政ユニオンとなっています。これに全倉運が 95.0％の要求提出率と続いています。前年同期

（5月 10日：2807・56.2%）と比べると、全体で 3.1㌽の増加となっており、全農協労連、建交労、JMITU、

出版労連、映演労連、日本医労連などで前年同期に比べて提出率が改善しています。 

 

２．ストライキ権確立状況 

調査組合（調査中の建設関連労連・自交総連・福祉保育労を除く）の 52.0%にあたる 1046組合でスト

ライキ権の確立が確認されています。前回調査から新たに 6組合からストライキ権確立期の報告がなさ

れました。スト権を確立した組合では、ほぼ 3 月・4 月段階でスト権の確立が行われていることがうか

がえます。全交渉単位でストライキ権を確立しているのは、検数労連、全損保、郵政ユニオンとなって

います。 

 

３．回答引き出し状況 

要求提出組合（1677 組合）の 65.1%にあたる 1092 組合で回答を引き出しています。検数労連・生協

労連・郵政ユニオンで 100%の引き出し率に続き、出版労連（93.2％）、民放労連（90.2%）で 9割以上の

引き出し率となっています。 

検数労連・映演労連などで回答引き出しなどが進んでいるほか、新たに、福祉保育労・全損保などか

ら回答引き出しの報告が寄せられています。前年同期(1097組合・69.5％)との比較ではほぼ同水準の引

き出し状況となっています。 

国民春闘共闘委員会（全労連、純中立労組懇、地方共闘などで構成）は 11日、加盟全単組

を対象とした「春闘進ちょく状況調査」を実施し、18単産（2830組合）からの報告をまと

めました。 

 

 

国民春闘共闘委員会 
〒113-8462 東京都文京区湯島 2-4-4 全労連会館  
☎ 03-5842-5621  FAX 03-5842-5622 

第 33号 

2017 年 5 月 24 日 



 

４．回答内容 

 回答内容では、＜定昇制度のある＞交渉単位 680組合でみると、4分の 1（25.6%）にあたる 174組合

が「定昇＋ベア」を獲得、約 4分の 3（74.1%）にあたる 504組合が「定昇確保」となっています。前年

同期と比較すると、「定昇+ベア」を獲得した組合(前年同期 26.8%)は 4㌽減、「定昇」獲得組合（73.0%）

で 4.4ポイント増となっています。 

また、＜定昇制度のない＞交渉単位 212組合では、7割（70.3%）に当たる 149組合が賃上げの「有額

回答」を引き出している一方で、3 割（29.7%）にあたる 63 組合が「ゼロ回答」となっています。前年

同期との比較では「有額回答」組合（79.1%）は 8.8㌽減、「ゼロ回答」組合が 8.8㌽増となっています。 

 

５．平均賃上げ額・率とベースアップ 

回答額提示のあった 757 組合での単純平均（1 組合あたりの平均）賃上げ額は 4,819 円となっていま

す。また、賃上げ率は、402組合平均で 2.00%となっています。ベア相当額の単純平均は、1,359円とな

っています。全体として、要求に到達しない厳しい水準にある状況です。そうした中でも、介護分野で

は、処遇改善加算を活用し、大幅賃上げが実現したなどの報告も寄せられています。 

 

６．ストライキ実施状況 

調査組合の 10.5％にあたる 239組合から、252回のストライキの実施報告が寄せられています。 

 

７．妥結状況 

5月 11日現在の妥結組合数は、要求提出組合の 27.3%にあたる 407組合となっています。前年同期と

ほぼ同水準の引き出し状況となっています。 

 

 

 

 

ＳＴＯＰ暴走政治！ 守ろういのちと平和、そして憲法 

賃金底上げと雇用の安定、地場産業振興で地域の活性化 

 


